
I JAGESとは

・ーーー Japan Gerontological Evaluation Study 
lll&E5 

日本老年学的評価研究

Well-being （幸福・健康）な

祉会づくりに向けた社会疫学研究とその応用

社会的決定要因を解明する社会疫学。当フ
。

ロジェク卜ではWell-being （幸福・健康）な

社会づくりに向け、社会疫学研究を進めています。大規模データを用いた実証研究と、

得られた知見を社会に応用するための政策研究や社会への情報発信を行っています。

JAGES (Japan Gerontological Evaluation Study，日本老年学的評価研究）プロジェクトは、

健康長寿社会をめざした予防政策の科学的な基盤づくりを目標とした研究プロジェクトです。

全国40の市町村と共同し、 30万人の高齢者を対象に調査し、

全国の大学・国立研究所に所属する研究者が多面的な分析を進めています。

文部科学省、厚生労働省、米国National Institute of Health （国立衛生研究所）を

始めとする多数の研究助成を受けて進められています。
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3Well-being (幸福•健康）な

社会づくりへの応用
JAGES研究班では、全国調査の結果をもとに、ベンチマー クと地域ごとの課題の「見える化」を行い、

その課題の解決に向けて行政と協力して研究を進めています。

1 日本全国にわたる大規模調査の実施 I 
」AGES事務局本部

国立長寿医療研究センター

老年学評価研究部
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日本老年学的評価研究

」AGES調査フィ ールド
● 2016調査協力保険者
■過去の協力保険者

」AGES 2013/14 
参加市町村数30
回答数…約13.8万人
回答率..約70.8%

」AGES 2016/17 
参加市町村数40
回答数•…約20万人
回答率…約70.2%

...

I地域課題の解決に向けPOCAサイクルを回す取組み I 
JAGES研究班では、地域課題の「見える化」とベンチマークシステムで地域診断、介護予防に資する研究や地域の介護予防事業
や健康づくり事業の効果検証によりPOCA (Plan-Do-Check-Action)サイクルを回す支援を行います。

闘 課題の「見える化」
～参加市区町村比較で課題を浮き彫リに～

地域診断書を開発
～課題を一覧表示して課題設定支援～ El 

．
 
•―

 

-

3
i

a
 

密
荘
笠
器
空”玲

.`＿̀

i
g
昔
2

号

転びやすいまち 転ばないまち ：： :::: 
/ / :: ;:: 

目55 -I-1�-��� ら目..:. r: 
.....
: ,i: 用

市町村間で転倒など運動機能低下者 ：： ：： :� 
額合に2倍の差 : .: . :::. .� -

国!,;し、 G●●rn, こ
● ● ● .. 

n 効果検証 改善への手がかり発見 国
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■参加群(312名）●非参加群(2,178名）

武豊地域介入研究
5年間で要介護認定率が

約半分(6.3%ポイン
ト）に抑制されていた。

H1k1chi et al.. JECH. 2015 
(doi: 10.1136/jech-2014-205345) 
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